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令和 6 年度 予算提案説明 

 

次に、施政方針に基づきます令和６年度当初予算案について提案説明を申し

上げます。 

まず、一般会計予算についてでございます。 

国におきましては、「骨太方針２０２３」に沿って、半導体・ＡＩ等の成長

分野への投資の促進、少子化対策・こども政策の抜本強化を含む包摂社会の実

現等による新しい資本主義に向けた取組や国民の安全・安心の確保を始めとす

る重要な政策課題等について予算編成を行い、経済を持続的な成長につなげて

いくことが求められています。 

本市におきましては、こうした国の動向を踏まえつつも、近年、財政調整基

金残高が減少するなど大変厳しい財政状況でありますことから、スクラップを

基本とした事業の徹底的な見直しや適正な人員配置の見直しを行うとともに、

財源の確保に一層努め、令和６年度当初予算を編成いたしました。 

まず、一般会計予算の総額は、５１４億５，６１７万９千円で、前年度比

５，９２４万１千円、０．１％の減となっております。 

次に、各種事業を賄う財源でございますが、特定財源は、国庫支出金､県支

出金、市債などで、前年度よりも０．３％増の１９７億１，３２５万７千円を

見込んでおり、特定財源の構成比は､前年度よりも０．２ポイント増の３８.

３％となっております。 

また､地方債依存度につきましては､前年度よりも０．３ポイント増の９．

４％となっております。 

次に、年度末地方債現在高につきましては、５３７億８，２７０万円とな

り、前年度より、５億１，１３４万７千円、１．０％減少するものと見込んで

おります。 

次に、一般財源でございますが、市税につきましては、前年度比５億５６３

万４千円、２．５％減の１９６億７，５３６万８千円を見込んでおります。 

地方交付税につきましては、前年度比３億５，９００万円、７．１％増の 

５４億２，５００万円を見込んでおり、市税と地方交付税を合わせますと、前

年度よりも１億４，６６３万４千円の減となっております。 

繰入金につきましては、財政調整基金繰入金２億９，９５５万２千円、減債

基金繰入金４億３，２００万円などを計上いたしております。 

これらによりまして、一般財源総額は、前年度よりも１億２，５５３万６千

円、０．４％減の３１７億４，２９２万２千円、構成比は６１．７％となって

おります。 

以上が一般会計予算の概要でございます。 

 

 

次に、特別会計につきましては、渡海船事業、平尾墓園事業、国民健康保険

事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業の５会計、また企業会計につきまし
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ては、水道事業、工業用水道事業、公共下水道事業の３会計につきまして、そ

れぞれの事業に要します事業費、事務費について、特別会計で、２８４億１，

５４７万１千円、企業会計で、１２２億５，０１４万５千円を措置いたしてお

ります。 

以上で令和６年度当初予算の説明を終わります。 


